
鴻巣保健センター☎543-1561、FAX 543-5749
吹上保健センター☎548-6252、FAX 549-2696
※鴻巣保健センターにお車でお越しの方は、市役所
　駐車場をご利用ください
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健康管理は検診から。がん検診を受けましょう！
～９月はがん征圧月間です～

　がんの治療の一番の決め手は早期発見です。早期治療することにより、身体的・心理的に、また、費用面
でも治療後のＱＯＬ（生活の質）の低下を少なくします。
　市では、受診率の向上のため、胃がん・肺がん検診は日曜日の集団検診も実施しています。がん検診以外
にも各種健（検）診を実施しています。対象となる方は、早めに受けましょう。

健（検）診名 費用 対象年齢（平成３０年３月末時点） 実施期間 申込方法等

個
　
別

大腸がん検診 ３００円 40歳以上 11月末まで

市内委託医療機関へ
直接申込み

※対象者には受診券
を送付しています。
詳細は広報かがやき
５月号又は市ホーム
ページをご覧くださ
い

乳がん検診 1‚ ０００円 40歳以上の女性（隔年） 平成30年２月
末まで子宮がん検診 頸部₆００円

頸部体部1‚ 1００円 2０歳以上の女性（隔年）

前立腺がん検診 1‚ ０００円 50歳以上の男性

11月末まで

胃ペプシノゲン検診 ₅００円 40・45・50・55・60・
65・70・75歳

骨粗しょう症検診 ₅００円 30・35・40・45・50・
55・60・65・70歳

肝炎ウイルス検査 無料 40歳以上で過去に受診
した事のない方

３０代健康診査 1‚ ０００円 30歳～39歳

集
　
団

胃がん検診 ₅００円 40歳以上
９月～11月、
平成30年２月※

広報かがやき８月号
又は市ホームページ
をご覧ください肺がん検診 1００円

喀
かく

痰
たん

検査３００円 40歳以上

乳がん検診 ₅００円 40歳以上の女性（隔年） 平成30年２月※

※広報かがやき平成３０年１月号でお知らせ予定
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●問い合わせ●

　平均寿命が伸び、私たちの健康水準は向上しました。一方で、高齢化や社会生活環境の急
激な変化に伴う糖尿病・脳卒中などの生活習慣病の増加等が大きな問題となっています。こ
れらの生活習慣病は日常生活のあり方と深く関係しており、健康の保持・増進のためには、
運動習慣の定着や食生活の改善といった健康的な生活習慣の確立が重要です。
　「適度な運動」「適切な食事」「禁煙」で健やかな毎日を送りましょう。

とき／1０月24・３1日㈫1０時～12時（全２回）
ところ／鴻巣保健センター
内容／24日＝�ストレスと上手に向き合おう
　　　　　　～ストレスコントロール～
　　　３1日＝�ここちよいストレッチ
　　　　　　～セルフコンディショニング～
講師／臨床心理士・健康運動指導士
定員／2０人（先着順）
費用／無料
持ち物／筆記用具・飲み物・タ
オル
申込み・問い合わせ／1０月３日
㈫～17日㈫の平日９時～17時に
電話で鴻巣保健センター

　10月１日㈰９時から、県の救急電話相談の受付時
間を24時間365日に拡充します。また、全国共通ダイ
ヤル「＃7119」を導入し、大人や子どもの相談に対
応するとともに、医療機関の案内をします。
　急な病気やけがに関して、看護師の相談員が医療
機関を受診すべきかどうか等をアドバイスしますの
で、判断に迷ったときはお気軽にお電話ください。
電話番号／＃7119又は048︲824︲4199　※従来の
「大人の救急電話相談（＃7000）」、「小児救急電話相談
（＃8000又は048 ︲ 833 ︲ 7911）」も利用できます
その他／電話相談は医療行為ではなく、電話でのア
ドバイスにより相談者の判断の参考としていただく
ものです。なお、県ホームページ（「埼玉県医療機能
情報提供システム」で検索）では、県内約１万か所
の医療機関や薬局を検索できます
問い合わせ／県医療整備課（☎048 - 830 - 3559）

ストレスチェックの設問に回答し、ストレス度など心の健康状態などをチェックできます。
市ホームページ又は次のQRコードからご利用ください
※医学的な判断をするものではありません。気になることがある場合は専門機関に相談してください

こころの体温計

９月は健康増進普及月間、食生活改善普及運動実施月間です

こころのリフレッシュ講座 埼玉県救急電話相談の受付時間
を拡充

　もう１皿加えて、大
人が１日に必要な量
（350g）を目指しま
しょう。

野菜で健康生活
　目標はマイナス２グ
ラム。調理の工夫、買う
ときの工夫で、おいしく
かしこく減塩を。

減塩で健康生活
　若い世代でも不足し
がちなカルシウムと、た
んぱく質をバランスよ
く。

牛乳・乳製品で健康生活

１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　～健康寿命の延伸～
平成29年度健康増進普及月間の統一標語

「食事をおいしくバランスよく」
平成29年度食生活改善普及運動の取組

11 2017.９


